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〔巻頭ユ 追出しコンパ
卒業試験近くなると運動部やクラブの学生から「追出
しコンパをやりたいから援助してくれ」などと申し出て
くる。
コンパ(コンパニーの略)(費用を出し合ってする茶話
会〕一一広辞苑ーーという言葉は良き学生時代の独特な
楽しさを思い出させてくれる。追出しということには，
学生が運動部やクラブ生活で先輩の訓育，陶治にともな
って行なわれた「しごき」やわがままによる抑圧から開
放され，自分らがやって行くという後輩の自覚が現われ
ているが，また先輩をクラブや運動部のはげしい活動か
ら開放して先輩本来の道に出発してほしいという温かい
心がある。一方先輩は後輩を信頼し，部やクラブの発展
を見守ってやりたいという思いやりがある。コンパで、は
活動の成果を反省し，学生生活のあり方などが談じられ
る。この時狭い視野に立ち，自己の利欲を中心とした意
見に多くのメンバーが同調すると，混乱と部やクラブの
本来の目的の失墜が起る。これはクラブや部のあり方が
形骸的に終止するときに起る。
千葉医学会は医学的貢献をなさんとする研究者の機関
である一一千葉医学会設立趣意書一一。これに加盟する
ものはクラブなどとことなり本来の使命に密接な関係が
あるはずのものである。しかし医学の発展が，その分化
によって行なわれているといわれる現在，この種の医学
会に共通するごとく，会員の関心が薄らぎ繁栄の維持は
容易でない。
医学とは如何なるものであろうかということを考える
と，その対象の主なものは患者に関連した諸事象であ
り，その治療面では患者の訴えを患者の身になって理解
し，その身体的のみならず社会的環境を含めたものに及
ばねばならぬものと考えられている。医学研究とは何か
というと患者に関連して生ずる無秩序に散在する事象，
この関連事象を独特な科学的な方式によって追求してえ
らたれ成績を，ある限られた範囲内で，または大きな基
盤において統合し，万人の認めうる法則を創造すること
にあり，この法則は医学の発展といわれるものにとけ入
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るものである。この主なものは人体に起る事象に関連す
るものであるがこの追求の終着は，人間の天命を全くさ
せようとすることであり，人聞を変造するとか，別のも
のを創造することではない。
人間の生命という巨大な事象の研究には，分化した医
学の研究が唯一の近接方法でないばかりか，これらの分
野で到達する課題は本来の命題の解決がますます不可能
であることを明示するようにさえ思われる。分化した追
求はその根底の永続的なものの解決には力の少いもので
あることを思わせる。しかしこの永続的なものの追求こ
そ医学の求めるものであるはずである。
千葉医学会の歴史は長く，外面的な盛衰を見ることが
できるが，その永続的な流れは会員の自覚によって支え
られてきており，ここにその意義が見出される。
医学会には役員があって運営されている。これによっ
て年次的な特長ある運営がなされている。しかし医学会
は単なる年次の繰返しでなく，この集合の上に立っては
じめて見ることのできるものである。いいかえると歴史
的な集積がその背後に永続的に流れているものである。
この流れのうちには当然新しい因子が加わり同化され，
本質を失なわずに続く。
追出しコンパは自覚を基盤にして信頼が互いを結びつ
け，それが好意と思いやりにつつまれて行なわれると
き，新しさがとり入れられ，伝統という独自のものをっ
くり上げるものとなる。そこには短絡的な一事象に多く
の同調が得られ迎合される時にはその目的を失墜する。
医学会は学生生活のように年次的サイクルが基調となる
とは限らず，さらに長いサイクルを必要とするものと思
われるが，常に目的を失なわず医学の進運に順応して維
持されるには，少数でもその流れを正しく継続させる良
識をもちつづけることが必要である。この数年千葉医学
会雑誌はその編集法など面白を一新しj発刊されているが
医学会の目的に向い発展を続けるには，会員が自覚を新
らたにされ，役員などの追出しコンパが時々行なわれる
ことが必要のように思われる。
